
 

～リカレント講座は本学が培ってきた教育・研究のノウハウを活かし社会福祉従事者の実践力を高めることを目的とした講座です～ 

在宅療養支援の方法 

②振込案内、申込内容がメールで自動返信されます。 

③受講料を金融機関よりお振込みください。 

④ご入金を確認後、受講日の前日までにはご登録の 

メールアドレス宛に授業案内のメールをお送りいたします。 

大学院教務課(inkyoumu@jcsw.ac.jp)からのメールを 

受信できるようにしておいてください。 

 

①本学Webサイトの申込フォーム 

からお申込ください。 

お問合せ 日本社会事業大学 大学院教務課   042-496-3105    inkyoumu@jcsw.ac.jp 

地域包括ケアシステム、さらには地域共生社会を意識し、複雑化する在宅療養者に対する支援の現状と課題を 

明らかにし、現場で必要な知識を整理し、スキルを習得する。在宅療養している当事者の居宅環境、介護力、 

地域の社会資源等を把握し、必要な医療処置とケアを考慮の上、個別の事情に応じた生活支援を行えるように 

する。多くのワークを行い、日常の実践場面に生かすことを前提として授業を行う。 

8月29日開講！ 

全 4回 

オンライン

講座 

 

 

 

 

日程・進行予定 

8/29  9/19(金) 全 4回 19:00～22：00 

1日目 

2日目 

3日目 

4日目 

鶴岡
つるおか

 浩樹
こ う き

（本学教授） 
専門：地域医療、プライマリ・ケア、住宅医療、統合医療、 

代替医療、EBM、ナラティブ・メディスン、多職種協働 

担当科目：インタープロフェッショナルワーク、 

福祉と疾病、高齢者支援・医療分野事例研究、 

福祉人材育成論 他 

 

講師： 

本学は日本で最初に開設された福祉専門職大学院です。 

実践家の育成・マネジメント力の向上を目指し、オンラインや 

ハイブリッド授業など働きながらでも学びやすい環境を整えて 

います。Webサイト・Facebookを是非ご覧ください。 

Facebook 
本学 

Webサイト 

お申込み方法・ご案内 

講座名：リカレント講座 R7「在宅療養支援の方法」 

受講料：10,000円（税込） 

定員：20名 

授業形態：オンライン(Zoom) 
※インターネット環境及びノート PC等(マイク・カメラ付)が必要となります。 

 

・なぜ在宅医療が 

推進されているのか？ 

・在宅医療の実際 

 

・在宅医療とナラティブ 

・障害児者の在宅医療、 

介護ロボット等の新技術 

 

・リハビリテーション 

・介護保険と医療保険のしくみ、 

地域社会資源の活用 

 

・在宅看取りの支援 

・地域力を向上させるには 

 

8月 29日(金) 

9月 5日(金) 

9月 12日(金) 

9月 19日(金) 

専門職大学院授業と合同となります。 

終了時間が前後することがあります。 

内容が若干変更になる場合があります。 

 

 


